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(a) (b)
図2:炭酸カルシウムを用いたパターン(a)縦方向にゆすった場合､(b)まわした場合｡
3.3 クラックの時間発展
最後に､クラックの発生と成長をビデオを用いて解析した｡例えば､図2(b)の放射状亀裂パ
ターンの形成過程を例に取ると､図3のように､(a)まず境界から粗く亀裂が入り､(b)しだいに
細かく亀裂が入っていく｡そして､亀裂間の間隔が厚さの数倍程度までになると､今度はすでに
生成された亀裂に垂直な方向にも亀裂が入り､最終的には図2(b)のようになって破壊が終了する
ことが分かる｡
(a) (b)
図3:亀裂パターンの発生 ･成長(a)33時間後(b)36時間後
3.4 まとめ
以上の実験結果によって､｢1.最終的な亀裂パターンの形状は基本的にはセルパターンであ
り､その特徴的な長さは厚さに比例する｣､｢2､亀裂の生成はまずは粗く割れ､その間に細かな
亀裂が順次入っていく｣､ことがわかった｡
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